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進化研究は19世紀に始まる

　生物学は、古代ギリシャのアリストテ
レス以来の伝統を持つ。しかし、生物の
最大の特徴とも言える進化現象は、長い
あいだ気づかれないままだった。生物進
化の研究が本格的に始まったのは、よう
やく19世紀になってからである。博物学
や地質学などの研究が進んだことも生物
進化への関心を刺激した。1809年にラマ
ルクが『動物哲学』で最初の進化理論を
発表し、さらに半世紀を経て1859年には
ダーウィンが『種の起原』を著した。キ
リスト教の影響力が強かった当時、神が
あらゆる生物を現在の形で創造したとす
る教義と相反する進化論は、当然ながら
聖職者を中心に大きな反発を受けざるを
えなかった。しかし、進化の証拠が数
多く示されていく過程で、進化論は次第
に生物学者たちに受け入れられるように
なっていく。

ラマルク・ダーウィン・メンデル

　「生物は進化する」という概念が受容
されると、次の関心事は進化のメカニズ
ムは何かである。進化の根本は、ダーウィ
ンが喝破したように「変更をともなう継
承」である。現在、私たちは親から子に
継承される遺伝子の物質的本体が、デオ
キシリボ核酸（DNA）であることを知っ
ているが、当時は遺伝法則さえ知られて
いなかった。とはいえ、親の顔かたちな

どが子に似ることは誰の目にも明らかで
ある。ラマルクは進化のメカニズムとし
て「用不用説」を提唱し、同時に個体が
獲得した形質が遺伝するという説を唱え
た。一方、ダーウィンは自然淘汰説を提
唱したが、遺伝理論としてはラマルクの
説を消極的ながら認めていた。さらに、
ダーウィンと同じ頃、メンデルが遺伝法
則を発見したが、彼の考えは残念ながら
19世紀の生物学者には知られることなく
埋もれてしまった。
　ダーウィンの自然淘汰説は、生物集団
内にいろいろな形質を持つ個体が存在す
ることを前提とする。なぜこのような多
様性が生じてきたかは、当時はわからな
かったので、とにかく遺伝性の形質が存
在すると考えたのである。形質の多様性
を前提にすると、生存に有利な形質を持
つ個体がより多くの子孫を残すのに対し
て、生存に不利な形質を持つ個体はより
少ない子孫しか残さないことが想像され
る。実際、現代進化学では後者の例を「負
の淘汰」と呼んでおり、生物の遺伝子構
成を維持するための最大のしくみである
ことが認められている。ダーウィンが進
化メカニズムとして提唱したのは前者の
場合（正の淘汰）であるが、現在ではこ
ちらは進化上まれにしか生じないことが
わかっている。

集団遺伝学の発展

　埋もれていたメンデルの法則は、1900

年に3人の生物学者によって再発見され
た。そのうちの主要な人物であるド・フ
リースは、遺伝子が親から子に伝わる時
に突然なんらかの変化（突然変異）をす
ることによって、新しい種が誕生し、生
物が進化するという考えを提唱した。
　ド・フリースによれば、突然変異によっ
て生じた新しい形質は、自然淘汰の作用
を受け、大部分のものは生存に適しない
ので絶滅するが、まれに適応性のあるも
のが混じっていると、それが生き残って
新しい種や変種が生じてゆく。すなわち、
進化に材料を供給するのは突然変異であ
り、自然淘汰はそれが保持されるかどう
かを選ぶ「ふるい」の役目を果たしてい
るにすぎないことになる。自然淘汰の力
はこの程度であり、決して新しい形質を
創造するものではない。これが「突然変
異説」である。
　ところが20世紀前半、当時調べること
ができた肉眼でわかる形質（表現型）に
関する突然変異のほとんどが、生存に不
利なものであることがわかってきた。た
とえば、最初に発見されたショウジョウ
バエの突然変異は、眼の色が白くなる形
質を伴うものだった。このような、いわ
ば奇形であっても将来の進化を担う可能
性があるとして、「有望な怪物」と評価
したゴールドシュミットのような研究者
も存在したが、一般的にはこのような観
察結果は突然変異説に不利に働いたと思
われる。
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